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ライフログとしての実空間プロファイル

⿎⿎ケータイの進化とライフログ
　近年，インターネットではブログや SNSといった

CGM（Consumer Generated Media）サービスが普及し，

人気を博している．動画共有サイトやミニブログのよう

なサービスも登場しており，ユーザが積極的に情報発信

する環境が整った．ブログや SNSの日記などでユーザ

が発信する情報は，ユーザが体験した出来事や思ったこ

と，感じたことなどが自由に書かれていることが一般的

である．長期間継続した日記はまさに書き手のライフロ

グである．

　また，Web2.0と総称されるサービスでは，Webサー

ビスなどの APIを利用して，異なるサービス同士でコン

テンツをやりとりしたり，共有（マッシュアップ）するも

のが増えてきた．地図上に写真やさまざまな情報をプロ

ットできる Google Mapsはその代表例である．CGMサ

ービス単体ではライフログの要素が限定的であっても，

サービス同士をマッシュアップすることで，ユーザのさ

まざまな行動履歴をまとまった形で管理することが可能

となろう．

　一方，ケータイに目を向けると，PCを中心に提供さ

れていたブログや SNSといったサービスもすでにケー

タイで使えるようになっている．PC向けのサービスと

異なる点は，ケータイに備わるさまざまな機能を活用

したサービスが発展したことである．特にカメラや GPS

は今ではほとんどのケータイ機種において標準的に備

わっており，これらを用いたサービスは多い．たとえ

ば，KDDIが提供している au Smart Sportsはユーザの位

置情報をサーバに送ることで運動支援サービスを提供

するものであり，Run&Walkや Karada Managerといっ

た複数のサービスから構成されている．Run&Walkでは

GPS情報から消費カロリーを推定して管理し，Karada 

Managerでは食事データを入力することで摂取カロリ

ーの管理が行える．カロリー情報を 2つのサービスで共

有することで，相互のサービス価値を向上させているの

が特徴的である．

　従来型のサービスでは，サービスごとにユーザ情報を

保持しているため，たとえ同じユーザが利用していたと

してもサービスが異なれば別のユーザとみなされてしま

う．これはユーザにとっては不便である．上で示したよ

うに，同じユーザの情報をマッシュアップしたり，サービ

ス間で連携することで，ユーザの利便性が向上し，新た

なサービスの可能性が広がる．こうしたユーザを中心と

したサービスの考え方もライフログ全般の特徴と言える．

⿎⿎プロファイル流通／最適生成技術
　インターネットやケータイが進化する中，総務省から

委託を受けた Ubilaプロジェクトでは，ネットワークか

らユーザへのアプリケーション全体にわたる制御・管理

に関する研究開発が行われた 1）．Ubilaプロジェクトに

おける研究課題の 1つに「プロファイル流通／最適生成

技術」がある．ユビキタスネットワーク社会においては，

センサネットワークやウェアラブルデバイスなどの進化

により，ひとりあたりでも多くのプロファイルが生成さ

れ流通するようになる．国民全体となるとその量は膨大

なものになると容易に推測できる．これらユーザ自身の

プロファイルに加えて，周囲の状況やネットワークから

得られるプロファイルを，ネットワークを介して安全に

流通させることで，新たなサービスの基盤になることが

期待される．そこで，Ubilaプロジェクトでは，ユーザ

やその周囲に存在するさまざまなプロファイルに着目を

し，ユビキタスネットワーク社会において増加するプロ

ファイルを効率よく管理し，必要なプロファイルを瞬時

に取り出すことを目的とした研究が実施された．

　Ubilaプロジェクトで開発したシステムはプロファイ

ルコレクタとプロファイルアグリゲータで構成される

（図 -1）．プロファイルコレクタはネットワーク上や携
帯端末に存在し，さまざまなプロファイルを取得した後，

プロファイルを適切な形に変換してプロファイルアグリ
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ゲータへ送る．プロファイルアグリゲータはプロファイ

ルコレクタから送られてきたプロファイルを集約（アグ

リゲート）し，各種のアプリケーションから利用できる

状態でプロファイルを保持する．プロファイルアグリゲ

ータでは，トリガを設けることで，プロファイルの種類，

内容，ユーザ，などによったイベントを発生する仕組み

となっている．また，ポリシー記述言語である XACML

（eXtensible Access Control Markup Language）を利用し

たルールベースのデータ開示システムを開発するなど，

プライバシ保護やセキュリティの検討も行われた．

　プロファイルコレクタで取得するプロファイルは，個

人プロファイルと環境プロファイルに分けて検討した．

個人プロファイルはWeb閲覧履歴やメール送受信履歴，

購買履歴といったユーザに関するプロファイルを指し，

環境プロファイルは温度，湿度，などユーザの周囲（実

空間）に存在するプロファイル（実空間プロファイル）を

指す．

ライフログの分類と特徴

⿎⿎ライフログの分類
　ライフログは人の行動によって生成される情報とここ

では定義する．つまり，先に示したプロファイルも人の

行動にかかわる情報であればライフログの一部と考える

ことができる．ライフログから抽出・推定された情報は

その人にとってのコンテキストであり，両者は密接に

関係する．そこで，コンテキストアウェアサービスで

検討した際の知見をもとに，Ubilaプロジェクトで扱っ

たライフログを分類すると表 -1のようになる．表 -1で

は，得られる情報と 6つの特徴で分類した．6つの特徴は，

順に（1）取得時に用いるデバイス，（2）取得するタイミ

ング，（3）情報が変化する速度，（4）取得するデータの

サイズ，（5）情報が存在する場所，（6）元となる 1次情

報である．たとえば，時刻情報はケータイの内蔵時計か

ら得られる 1次情報である．常に時は刻まれ情報の変

化速度は速いが，1回に取得するデータサイズは小さい．

情報の存在場所はケータイ内部に存在する情報であり，

仮想空間に分類している．また，カメラは実空間の状態

を静止画として視覚的に記録するデバイスであり，撮影

する際にはレンズを対象物に向ける操作が必要だ．撮影

画素数によってデータサイズは変わる．他の情報も同様

に分類されるが，2次情報は 1次情報から生成されるデ

バイスや取得タイミングは元となる 1次情報に依存する．

次に，各項目の特徴を詳しく述べる．

日常生活空間（実世界）

公衆ネットワーク

アグリゲータ：
コレクタからの情報を
　　　　　　集約・体系化

コレクタ：
ユーザ活動により
生成・利用する情報を管理 コレクタ

コレクタ

コレクタリゾルバ：
コレクタのアドレス・管理情報
種別を管理

図 -1　プロファイルアグリゲータ

得られる情報　　
　　　

デバイス 取得タイミング 変化速度 存在場所 1次情報

時刻 内蔵時計 自動 速 小 仮想空間 －

入力文字列 テンキー 手動 遅 小～中 仮想空間 －

緯度・経度 GPS 自動，手動 無～速 小 実空間 －

静止画
カメラ

手動 遅 中 実空間 －

動画 手動，自動 速 中～大 実空間 －

JANコード バーコー
ドリーダ

手動 無 小 実空間 －

ID（QRコード） 手動 無 小 実空間 －

ID （RFID） RFID 自動，手動 無 小 実空間 －

住所情報

2次情報

－ 無 小 実空間 緯度・経度, ID

ランドマーク情報 － 無 小～中 実空間 緯度・経度, ID

間空実中～大無－報情舗店 緯度・経度, ID

間空実中～大無－報情品商 JANコード, ID

データサイズ

表 -1　ライフログの分類例
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⿎⿎分類の特徴

（1） センシングデバイス（環境型，装着型）
　実空間に存在するプロファイルを取得するには何らか

のセンサが必要である．位置情報であれば GPS，画像情

報であればカメラ，周辺環境のコンテキスト情報であれ

ば人感センサや温度計，湿度計といったものがある．こ

れらのセンサはその設置場所によって，大きく環境型と

装着型に大別できる．前者は固定的に周辺環境に設置さ

れているセンサであり，環境のモニタリングや不特定多

数の人の情報を取得する．環境に配備するために一般的

に設置コストは大きく，利用範囲は限定的となる．後者

はユーザが身につけたり携帯することで，持ち主につい

ての情報やその周囲の状況を取得するセンサである．持

ち運ぶため小型，軽量，低消費電力である必要があり，

環境型に比べて一般的に機能が劣る．しかしながら場所

を選ばずに利用することが可能である．なお，周囲のセ

ンサに情報をとられるモデルと周囲の情報をとるモデル

と考えた場合，プライバシへの配慮は必要である．

（2） 取得タイミング（自動，手動，半自動）
　ライフログ取得のタイミングは，ユーザ操作によるも

のとよらないものに大別される．前者は手動で情報を取

得するため，取得にユーザの意思がはたらく．このため，

自動で取得された情報よりも情報の価値は高いと判断す

ることができる．しかし，操作を手間に感じてしまうと

サービスを使ってもらえないので気をつける必要がある．

表 -1では，GPSによる緯度・経度情報の取得を手動で

行うと，測位に時間がかかり面倒である．しかし，常に

自動で測位していると電池の消耗が激しいので，あるイ

ベントが生じた際に測位することも考えられる．ユーザ

が別の目的で操作したタイミングで同時に測位するよう

な，手動と自動の中間（半自動）の手法も有効であろう．

（3） 情報の変化速度（不変，低頻度，高頻度）
　対象とするライフログの変化速度もあらかじめ考慮す

る必要があるだろう．生年月日や IDのように変化しな

い情報，年に 1回や月に 1回変化する情報，ユーザが

操作するタイミングで変化する情報，時々刻々と変化し

続ける情報など，さまざまである．高頻度で変化するラ

イフログは取得タイミングを短くするなどの検討が必要

である．

（4） データサイズ（小～大）
　対象とするライフログのデータサイズによって，必要

とする記憶領域が変わってくるため，ライフログのデ

ータサイズもあらかじめ検討しておく必要がある．た

とえば，カメラによる静止画は画素数にもよるが，1枚

あたり数十 KBから数MBにもなる．一方，移動履歴は

時刻と緯度・経度情報がそれぞれ 64bit, 32bit, 32bitで

構成されているとすると，1回あたりのデータサイズは

16byteとなる．しかし，高速移動時は変化速度が大きく，

取得タイミングも短くする必要があるため，時間あたり

のデータサイズで考えると大きくなる．このように，変

化速度や取得タイミングと合わせてデータサイズを検討

する必要があるだろう．

（5） 情報の存在場所（仮想空間，実空間）
　ライフログの存在場所は大きく仮想空間と実空間があ

る．Webの閲覧履歴やネット通販による購買履歴など，

サーバで電子的に把握できる情報は仮想空間に存在し，

比較的取得しやすい．一方，店舗での購買履歴や会った

人，手に持ったモノなどの情報は実空間に存在し，電子

的に情報を取得するにはセンサが必要である．表 -1の

例の中で，商品に印刷されているバーコードをカメラで

取得した画像を解析することで JANコードが得られる．

実空間に存在する情報はセンサの有無や精度によって扱

えるライフログが決まってくる．

（6） 情報の加工（1次，2次）
　Ubilaプロジェクトでは，全体アーキテクチャの検討 2）

の中で，コンテキストを 1次コンテキストと 2次コン

テキストに分類定義している．1次コンテキストとはセ

ンサやネットワークモニタなど外部環境から取得したデ

ータや人間が直接入力したデータをコンピュータシステ

ムで扱える形式に変換したデータであり，2次コンテキ

ストとは 1次コンテキストを変換しアプリケーションご

との用途に応じて意味付けしたデータである．表 -1の

例では，バーコードリーダで読み取った JANコードは 

1次コンテキストであり，JANコードをキーとしてデー

タベースから取得した商品情報は 2次コンテキストとみ

なされる．これは，取得した情報に対して修飾を与える

ことでもあり，少ない情報からより多くの情報へ変換す

ることで，少ない操作でより多くの情報を記録すること

が可能であり，ユーザに利便性を与えることができる．

ケータイdeライフログの開発

⿎⿎システム概要
　ケータイとそのサービスはここ数年の間に目覚ましい

進化と発展を遂げてきた．通信速度が向上することで送

受信できるコンテンツの制限が減った．画面の大きさと

解像度が上がることによって表現力が向上した．さまざ

まなセンシングデバイスの搭載による認識精度の向上

によって取得しかつ利用できる実空間プロファイルが増

えた．ケータイはその名の通り常に携帯するものであり，

持つ人のライフログを扱う最適なデバイスであると言え

るだろう．Ubilaプロジェクトではそれまでの研究成果

をもとに，実証システムである「ケータイ deライフロ

グ」3）を開発した．以下に概要を述べる．
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　ケータイ deライフログは，日常生活で生じるさまざ

まな個人プロファイルを生活履歴（ライフログ）として捉

え，ケータイを用いてライフログを収集・管理するシス

テムである．図 -2に示すように，ケータイに備わるデ
バイスを用いて身の回りの情報を取得し，取得した情報

をケータイのパケット通信でライフログサーバに送信す

る．ライフログサーバは，ネットワーク上にある情報提

供サーバからの情報とあわせて，いつ・どこで・誰と・

何をしたのか，何に興味を持ったのか，といったライフ

ログがサーバに記録される．記録されたライフログは，

過去の人生の振り返り支援に役立てたり，行動分析や興

味分析を行うことで，その人にあった情報やサービスを

提供することが期待される．また，SNSのように友人機

能を取り入れたり，ブログのように取得したライフログ

を積極的に公開することによって，コミュニケーション

が活性化されたり，口コミ効果が発生するなど，活用範

囲は大きい．

　ライフログサービスの提供過程は大きく 3段階ある．

まず，ユーザのライフログを取得し，取得したライフロ

グを最適な形でサーバへ蓄積し管理する．サーバで管理

されているライフログは適当なタイミングで利用される．

この，取得，管理，利用のそれぞれについて，さまざま

な技術や方法を適用することが可能である．また，取得

から利用のすべての段階において，プライバシ保護技術

やセキュリティ技術が必要不可欠である．

⿎⿎ライフログの取得
　ケータイで取得できる情報（取得情報）と情報提供サ

ーバから得られる情報（2次情報）の例は表 -1に示して 

いる．

　時刻やテンキーによる入力文字列はケータイ端末上で

そのままデータとして扱うことができる．

　GPS機能を利用すると，ケータイでは緯度・経度が取

得される．取得した緯度・経度をライフログサーバに伝

えると，住所変換サーバによって住所情報が得られる．

さらに，ランドマーク情報やデータベース化された店舗

情報を検索することで，ランドマーク名称や種別，店舗

であれば店舗名，ジャンル，営業時間など，さまざまな

情報が収集される．

　カメラ機能を利用すると，写真や動画はもちろんであ

るが，流通している商品に印刷されているバーコード

（JANコード）も読み取ることができる．JANコード自体

は単なる数字列であるが，商品の種類に対して固有であ

るため，商品情報を提供する情報データベースサーバと

連携することで，JANコードから商品名，商品分類，メ

ーカ名，希望小売価格，などの詳細な情報を得ることが

できる．また，固有の IDを埋め込んだ QRコードでも

同様のことが言える．たとえば，店舗情報誌に掲載され

ている店舗に固有の IDを QRコードにしておくと，ケ

ータイのカメラで読み取った際に，Webサービスを利

用して即座に店舗情報を取得することができる．また，

地点情報（緯度・経度やランドマーク情報）に固有の ID

を用いれば，GPSの代わりにカメラから位置情報を得る

ことができる．これは，地下街や屋内などで GPSが使

用できない場合に有効である．

　他にも，ユーザが入力した文章や選択したカテゴリ，

時刻などの情報を，ケータイ上で相互に関連付けること

によって，いつ・どこで・何を，という情報にまとめら

れる．まとめられた情報は 1つの記事としてライフログ

サーバに登録されるが，その際に公開するか非公開にす

るかを記事ごとに設定するようにしている．こうするこ

とで，ユーザのプライバシにかかわる情報については非

公開に設定することが可能である．

　バーコードや QRコードだけでなく，将来的に，あら

ゆるものに RFIDが貼付され，かつケータイに RFIDリー

ダが搭載されるようになると，より簡単に周囲のモノや

場所からより詳細な情報を得ることが可能になる．たと

えば，上記の JANコードは商品の種類に固有であるため，

個々の商品によって異なる製造日や製造場所などの情報

は得られないが，個々の商品に固有の RFIDを利用でき

るようになれば，そういった情報も得られるようになる．

そうなると，製品の不具合や食品のミスがあった場合は

ライフログが教えてくれるかもしれない．

　屋内位置情報を RFIDや QRコードに記録した IDとひ

もづけておくことで，容易に正確な位置を取得するこ

とが可能になる 4）．ライフログのサービスにとって，位

置情報は最も重要な要素の 1つであるが，現在の GPS

では屋内の正確な位置までは取得することができない．

RFIDや近距離無線によるマーカ，位置推定技術，屋内

住所 商品 観光 天気音楽

情報提供サーバ群

自宅PC ケータイ

カメラ

バーコード
QRコード

RFID

GPS

ライフログサーバ

図 -2　ケータイ deライフログの概要
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GPSなど，さまざまな方式が登場しているが，インフラ

として普及するには克服すべき課題が多い．

⿎⿎ライフログの管理
　ライフログ情報の管理には，次世代のWebとして期

待されているセマンティックWebを採用した．セマン

ティックWebの技術はW3Cによる複数の仕様群から

なるが，本システムではこのうちライフログの記述方式

として RDF（Resource Description Framework）を用いて

いる．RDFはリソースを記述する仕組みであり，主語

（Subject），述語（Predicate），目的語（Object）の 3つ組

（トリプル）をデータの基本構造とする．これらは図 -3
のようにグラフでよく表される．ある 3つ組の目的語は

別の 3つ組の主語になり，グラフ構造を発展させること

で柔軟なリソースの記述が可能となっている．

　図 -4はケータイ deライフログでのデータの例を

グラフ構造で表したものである．投稿した記事リソ

ースから述語をたどることで，誰が（foaf:maker），い

つ（dcterms:created），どこで（life:go），何に興味を持

ち（life:interest），誰といるか（life:with），等が表され

る．図 -4の網掛け部分を見ると， life:Lifelog型のリソー

ス life:1234567890は述語 foaf:makerで foaf:Person型 

のリソース user:123456と結ばれている．ここで，

life:Lifelogは記事を，foaf:Personは人を表すクラス

であり，foaf:makerは作者を表す属性である．この

トリプルから記事 life:1234567890の作者 foaf:maker

は user:123456であることが分かる．さらに，リソー

ス user:123456は述語 foaf:nameでリテラル "リスモ " 

と結ばれている．このトリプルからは user:123456の

名前は「リスモ」であることが分かる．つまり，記事

life:1234567890を書いたのは「リスモ」という名前のユ

リスモ

foaf:name

auシカ

foaf:name

foaf:knows

foaf:knows

foaf:Person

foaf:Person

foaf:Person

life:Lifelog

foaf:maker

foaf:maker

life:with

life:with

life:isViewableBy

foaf:Person
life:isViewableBy

goods:Goods

life:interest

life:Lifelog

研究所

2007-08-12T14:00:00

猛暑の日は駅からの道がつらい・・・

W53CA

dc:title

dcterms:created

dc:description

prf:Model

life:go

v:geo
+35.42.01.23

+139.45.01.90

日本国

埼玉県

ふじみ野市

大原２丁目

land:Landmark
v:Location

v:Address

v:adr

v:longitude

v:latitude

v:country-name

v:region

v:locality
v:street-address

v:geo
+35.42.01.23

+139.45.01.90

日本国

東京都

千代田区

飯田橋3丁目

v:Location

v:Address

v:adr

v:longitude

v:latitude

v:country-name

v:region
v:locality

v:street-address

ガーデンエアタワー

foaf:name

land:Landmark

life:go

480

640
foaf:Image

exif:height

exif:width

機種変更

2007-08-11T15:00:00

夏モデルに機種変したので，試し撮り

W53CA

dc:title

dcterms:created

dc:description

prf:Model

foaf:depiction

user:123456

user:222222

life:1234567890

user:anyone

user:myself

goods:J8732401273402

life:1234567891

land:223345

land:223345

image:1234567.jpg

図 -4　RDF を採用したデータ構造の例

ラベルつき有向グラフ
Subject Object

Predicate
主語 述語 目的語

例）リスモはauワンと友だちです

リスモ auワン
友だち

図 -3　RDF の基本単位（トリプル）
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ーザであることがこのグラフから分かるだろう．

　RDFで記述されたデータに対しては専用のクエリ言

語である SPARQLが用意されている．SPARQLを利用す

ることで理論的にはグラフで結ばれたあらゆるリソース

を一度のクエリで取得することが可能である．また，推

論やオントロジーに基づいた検索なども可能である．た

とえば，上記で示した記事 life:1234567890の作者の名

前を取り出すクエリは次のようになり，変数 nameに値 

"リスモ "が得られる（名前空間宣言は省略）．

　
SELECT ?name

　WHERE {

　　life:1234567890 foaf:maker ?person.

　　?person foaf:name ?name.

　}

　また，商品情報や店舗情報などは適切に分類されたオ

ントロジーモデルを持つため，ライフログの管理におい

て分析や連想検索を行うのに役に立つ．図 -5はコーヒ
ーに関するライフログの例である．商品であるコーヒー

を登録すると商品オントロジーを参照して「食品」－「飲

料・酒類」－「清涼飲料」－「コーヒードリンク」に分類さ

れる．これらの分類名にリンクを設けることで，それぞ

れの分類に属する商品に関するライフログを連想的に検

索することができる．「コーヒードリンク」をクリックし

たときに生成される SPARQLを次に示す（goods:J140307

は「コーヒードリンク」型のリソースであり，名前空間宣

言は省略している）．

商品
オントロジー

食品

飲料・酒類 日本茶

清涼飲料

コーヒー
ドリンク

… …

… … …

コーヒーＡ コーヒーＢ … …

記事1 記事2 記事3 記事4

「コーヒードリンク」に関する記事

　SELECT ?life

　WHERE {

　　?goods rdf:type goods:J140307.

　　?life life:interest ?goods.

　}

⿎⿎ライフログの利用
　日常生活の記録であるライフログは，さまざまな情報

が詰まっている．何十年と蓄積された結果，その情報量

は膨大なものとなる．ライフログでは，これら蓄積され

た情報から欲しい情報を手間なく瞬時に取り出すことも

必要となる．

　そこで，ケータイ deライフログでは，次の 4つのモ

ードを用意し，それぞれのモードでの閲覧方法を検証し

た（図 -6）．
（1） ブログモード
　ライフログの一覧を新着順に表示したり，1件のライ

フログについて詳細情報を表示する．

（2） カレンダーモード
　カレンダー上にライフログのタイトルを表示させ，月

単位の日付で把握できるようにしている．

（3） タイムラインモード
　横軸に月を縦軸に日をとり，年単位でライフログを把

握できるようにしている．

（4） マップモード
　緯度と経度を持つライフログを Google Maps上にプ

ロットし，空間的にライフログを把握できるようにして

図 -5　SPARQL を利用
した連想検索の例
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いる．

　近年では，ブログを代表とする CGMサービスの利用

が拡大していることから，まずはライフログをブログ風

に一覧で表示することで（ブログモード），いつ・どこで・

何をしたのかを目に見えるように可視化した．詳細のリ

ンクをクリックすると，より詳しい情報が表示される．

商品情報を登録してあれば，商品の名称・分類・メーカ

といった情報が表示される．店舗情報を登録してあれば，

店舗の名称・ジャンル・営業時間・定休日などの情報が

表示される．店舗の詳細情報画面においても図 -5に示

した連想検索が可能である．ジャンルのリンクをクリッ

クすると同じジャンルの店舗に関するライフログが抽出

される（たとえば，ジャンルで「イタリアン・フレンチ」

のリンクをクリックすると，イタリアン・フレンチの店

舗についてのライフログのみが表示される）．

　位置情報を持つライフログについては，空間的に見た

ほうが分かりやすい．マップモードでは Google Maps

を利用して，緯度・経度情報を持つライフログを地図上

にプロットしている．ログイン状態では，自分のライ

フログ，友人のライフログ，それ以外のライフログの 

3種類を区別しており，地図上のマーカを色分けして表

示している．これにより，自分だけの備忘録として使っ

たり，友人とのコミュニケーションツールとして活用し

たり，総体的な口コミ情報として活用することができる．

　ここでは，4つのモードを用意してライフログを俯瞰

する試みを実施したが，多岐にわたるライフログでは，

それぞれの特徴にあわせた表示方法を行うことでより使

いやすいユーザインタフェースとなるため，さらなる工

夫が必要である．

　また，ライフログからレコメンドやマーケティングへ

と活用するサービスも考えられる．これらのサービスで

は従来行われている協調フィルタリングやクロスメディ

アレコメンドなどの技術を適用することが可能である．

ただし，従来のレコメンドでは情報の種類は限られてい

たが，ライフログの場合を考えると利用できる情報が豊

富に存在する．これらの中からどの情報を取り出して利

用するか，取り出した情報をいかに効率よく処理できる

か等がライフログにおける課題となる．

⿎⿎ライフログに見る AISAS モデル
　近年では，ネットを利用した購買行動のモデルとして

AISAS（Attention, Interest, Search, Action, Share）という

モデルが提唱されている．AISASは，従来提唱されてい

た AIDMA（Attention, Interest, Desire, Memory, Action）

から変化したもので，言葉からも分かるように「検索

（Search）」と「共有（Share）」が現在の購買行動で特に重要

な役割を持っていることが見て取れる．

　ケータイ deライフログをこの AISASというモデルに

当てはめて，現在の購買行動にどのようにライフログが

活用できるのかを紹介する．ケータイ deライフログは，

ケータイで単にライフログを登録するだけでなく，オブ

ジェクトからのライフログ検索にも対応している．以下

に商品と店舗を例にとって説明する．

　まず，商品についてはバーコードが情報への入り口と

なる．AISASのイメージは図 -7のようになり，流れは
次のようになる．

（1） Attention（注意）
　新商品や珍しい商品など，気になる商品を発見する．

（2） Interest（関心）
　詳しい情報を見ようと手に持ってパッケージの説明な

どを見る．読んでみて，より詳しい情報や口コミ情報を

知りたくなり，ケータイのアプリで商品に印刷されてい

るバーコードを読み取る．

（3） Search（検索）
　バーコードを読み取ると，商品についての詳細情報や，

その商品についての登録されたすべてのライフログと自

マップカレンダー

・・・自分 ・・・友人 ・・・その他

ブログ タイムライン

図 -6　ケータイ deライフログの画面例
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分のライフログが表示される．みんなのライフログは同

じ商品に対する不特定多数の記録であり，一種の口コミ

情報とみなすことができる．また，自分のライフログは

過去にその商品について登録した記録であり，備忘録と

みなすことができる．

（4） Action（行動）
　詳細情報や口コミ情報，備忘録をもとに判断をし，商

品を購入する．

（5） Share（共有）
　購入後，その商品に関する情報をライフログとして登

録する．公開設定をして共有することで，他の人にとっ

ての口コミ情報として活用される．

　次に店舗については，GPSで測位した現在位置が情報

への入り口となる．AISASのイメージは図 -8のように
なり，流れは次のようになる．

（1） Attention（注意）
　外出中におなかが減って，食事をしたくなる．

（2） Interest（関心）
　近くに食事をする場所がないかと考える．

※ AISAS 注意（Attention）⇒興味（Interest）⇒検索（Search）⇒購買（Action）⇒共有（Share）

←左右キーでタブ切り替え→

気になる商品
を発見

(Attention)
商品の情報や
みんなの評価は？
(Interest)

バーコードを読み取っ
て商品情報検索
(Search )

みんなの
ライフログ
（口コミ）

自分の
ライフログ
（備忘録）

PCではより
詳細な情報を

購入／使用／消費／etc
(Action)

自分も登録，
みんなと共有
(Share )

図 -7　商品での AISAS

店舗情報
みんなの
ライフログ
（口コミ）

おいしかった
(Action)

おなか減った
(Attention)

近くに食べる
場所は？
(Interest)

自分の
ライフログ
（備忘録）

自分も登録，
みんなと共有
(Share )

←左右キーでタブ切り替え→

PCではより
詳細な情報を

※ AISAS 注意（Attention）⇒興味（Interest）⇒検索（Search）⇒購買（Action）⇒共有（Share）

GPSで周辺検索
(Search )

図 -8　レストランでの AISAS
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（3） Search（検索）
　ケータイで現在位置を取得すると，周辺の店舗一覧，

周辺のランドマーク一覧，周辺で登録されたすべてのラ

イフログ，周辺で登録された自分のライフログが表示さ

れ，適当な食事場所がないかと検索する．店舗一覧から

1つ選択すると，その店舗の詳細情報，その店舗につい

て登録されたすべてのライフログ，その店舗について登

録された自分のライフログが表示される．すべてのライ

フログは一種の口コミ情報であり，自分のライフログは

備忘録である．

（4） Action（行動）
　検索結果をもとに判断をして食事場所を決定し，食事

をする．

（5） Share（共有）
　食事の内容や店舗の様子などの感想を，自分のライフ

ログとして記録する．公開設定をして共有することで，

他の人にとっての口コミ情報として活用される．

　このように「ケータイ deライフログ」を利用して購買

行動の分析等にも利活用でき，パーソナルマーケティン

グの可能性も大いにある．

人以外のライフログ

⿎⿎農作物のライフログ（e農業）
　ライフログは今後，ユーザ自身の自己記録や他人との

共有情報としてはもちろん，営業記録や生産履歴，マー

ケット調査などのビジネス分野にも活用されてゆくこと

が期待されている．一例として，ケータイ deライフロ

グを農業へ応用した例を次に紹介する．

　農業に ICTを活用して生産管理を行う取り組みは多く

あるが，ケータイを用いることでより簡単に効率よく生

産管理を行えることが期待されている．PCを用いた生

産管理では，畑や田圃などの生産現場において，デジカ

メで写真を撮り，紙に記録し，家や事務所に戻ってから

PCに入力する必要があった．ケータイのカメラや通信

機能を用いることで，生産現場においてケータイで写真

を撮り，記録を入力し，サーバへ登録するまでを，その

場で行うことが可能となる．さらに，GPSによる位置情

報を組み合わせることで，生産記録の信頼性を向上させ

ることも可能になる．ケータイ deライフログは，写真

と GPSによる位置情報などを簡単に記録するシステムが

提供されているため，このような生産記録に都合がよい．

　農業の生産記録に活用する取り組みについて，栃木県

立宇都宮白楊高等学校で実施している内容を紹介する．

主な情報として，日時，作物の写真，作目・品種を入力

したタイトル，生育状況や気づいたことを入力した本文，

GPSによる位置情報などを記録していく．図 -9のよう
に，タイトルによって分類することで，作目ごとの生産

履歴を管理することができる．また，日時による分類を

行うことで，前年の実績を参照して，今年の生産計画を

考えることも可能である．さらに，バーコードを読み取

り商品情報を記録する仕組みを用いることで，流通して

いる農機具や肥料などの情報を記録として残すことも簡

単になる．将来，農薬のデータベースとも連携すること

で，農薬のバーコードを読み取るだけで，適正な農薬を

使用した記録を残すことも可能になる．

⿎⿎位置情報の活用（分布調査）
　ケータイの GPSを用いた位置情報を活用すると，分

布調査にも応用が可能である．GPSで取得した位置情報

に，写真や入力したテキストなど必要な情報を加えるこ

とで地図上にマッピングしたとき容易に正確な分布状況

を把握することが可能になる．白楊高校では宇都宮市内

に分布している外来植物の分布調査を行っている．従来

は紙に印刷した地図に群生状態によって色分けされたシ

ールを貼付する方法で調査をしていた．ケータイ deラ

イフログのシステムを活用することで，写真と GPSに

よる正確な位置情報に加えて，群生状態をタイトルに記

入して，サーバで登録管理することが可能になっている．

こうすることで，マップモードにおいてタイトルで絞り

込みを行えば，植物の群生状態の分布を地図上にプロッ

トして見ることができる（図 -10）．こうした取り組みは
植物に限らずさまざまな分野へ応用できると期待して 

いる．

技術的課題

　今後，扱うライフログの種類が増えていった場合や利

作物の経過を振り返って確認

図 -9　e農業への応用例
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用するユーザが増加していった場合，ライフログの総デ

ータサイズは膨大なものとなる．本稿はライフログの取

得・管理・利用の各技術について一例を示したに過ぎな

い．人の生活にかかわる実空間に存在する情報で自動認

識できない情報はまだ多く存在するため，センシングデ

バイスを進化させ有益な情報を効率よく取得する技術が

求められる．一方で，ケータイを含め携帯端末ではセン

シングデバイスの消費電力も大きな課題となる．現状で

は，ケータイで GPSによる常時測位を行うと，電池の

消耗が激しく，電話としての利用に支障を来す恐れが 

ある．

　また，取得するライフログの種類が増えればそれだけ

データサイズが増大する．これらの処理に時間をかけて

いると，適切なタイミングでサービスを提供することが

できない．このため，膨大な情報を効率よく速く処理で

きる技術が必要である．どんな情報をどう利用するかも

含めてよく検討するべきである．

　さらに，本稿ではプライバシ保護やセキュリティにつ

いては詳しく述べていないが，人々の生活に密接にかか

わる情報を扱うため，これまで提供されているサービス

以上に十分考慮する必要がある．サーバで管理されてい

るライフログについては，どの情報を誰にどんな形で開

示してよいのか，を解決するアクセス制御技術，コンテ

キストが変化したときに何らかのサービスを提供するた

めコンテンツを監視するコンテンツフィルタリング技術，

等が必要だろう．また，ライフログが複数のサーバ間を

流通する際にユーザが特定されないためのトラッキング

防止技術，一度開示して流通してしまったライフログを

制御する DRM技術，等が必要になってくるだろう．こ

れら，サービスごとに定められたセキュリティポリシー

を順守できる技術が必要である．
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